
　　　　

令和7 年 3 月 24 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
法人：わたしたちは、「協同のこころ」をもって”あなた”とともに　”地域”とともに　一人ひとりの幸せ・笑顔を創ります。
事業所：陽だまりの家は生きがい、希望、勇気を大切にし、地域や家族と共に交流ができる明るい施設を目指します。

事業所名 陽だまりの家　放課後等デイサービス 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

・空間、時間の概念など認知発達を促す環境設定（スケジュールや時間の視覚化）や形や色の概念形成や学習を促す教材の提供
・小集団遊びにおける認知の偏りへの配慮

・挨拶や場面に合った言葉遣い、人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得
・自分の思いや相手への伝え方など、場面や相手に応じた適切なやりとりの方法を学ぶ

・小集団や、集団のなかで遊びややりとりを通して人との関わり方を学ぶ
・他者とのやりとりや社会的な場面でのルールを学、社会性を高める（買い物体験、おやつ作り）
・友達同士でのトラブルがあった場合に互いに問題解決ができるよう仲介し、人間関係の構築が学べるよう支援する

支援方針

1．職業選択を拡げるために、日常生活の中から一人ひとりの子どもたちの可能性と課題を見出し引き上げる支援を行います。
2．将来、社会的自立をするために、たくさんの友だち、スタッフとの様々な関り方を通して、友だち大好き、コミュニケーション力をつけるよう支援します。
3．健康に留意し、運動や散歩などの活動を行い、体を鍛える支援をします。

営業時間 送迎実施の有無 ＊要相談

主な行事等

・季節ごとの行事（こどもの日、歯の衛生週間、七夕、ハロウィン、読書週間、クリスマス会、節分、ひな祭り等）・季節の製作
・避難訓練（火災、地震、水害）・長期休み期間：おやつ作り、製作、外出

（別添資料１）

家族支援

・ご家庭へ定期的に報告・連絡・相談をし連携を取っていく。本人が自分で考え
たり選択できえるように具体的な選択肢を提示する。 移行支援

・移行先との調整、連絡を密に行なう。これまでの支援経過、支援方法等に
関する情報共有し、スムーズに移行できるよう連携する。

地域支援・地域連携

・学校、相談支援事業所、障害福祉サービスと連携し、情報共有を行なう
・季節ごとに地域住民の方も参加可能な行事を企画・開催し、地域とのつながりを深める
・地域中学校福祉委員の皆さんとの交流 職員の質の向上

・定期的な職員会議の開催
・職員の各種勉強会や虐待・身体拘束・感染症等の研修への参加

支　援　内　容

・健康状態の把握
・健康的な生活リズムを整えるためのサポート（食事・衣類の脱着・排泄）
・身だしなみの整え方

・感覚の特性への対応（散歩・季節の製作・運動遊具等の使い方・感覚の特性を踏まえ、環境調整を行なう等）
・連携病院の作業療法士による個別・集団支援（月2回／1回1時間）

本
人
支
援


